
や
ま
も
と
・さ
こ
ん

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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１
１
月
６
日
、
衆
議
院
の
特
別
委
員
会

で
質
問
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
こ
ど
も

の
放
課
後
、
地
域
産
業
の
成
長
、
医
療
・

介
護
の
デ
ジ
タ
ル
化
。
豊
橋
・
東
三
河
で

伺
っ
た
声
を
も
と
に
、
国
に
具
体
的
な
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

①
こ
ど
も
の
放
課
後

【
「
小
４
の
壁
」
を
越
え
、
体
験
の
機
会

を
】放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
は
、

小
学
６
年
生
ま
で
利
用
で
き
る
制
度
で
す

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
３
年
生
ま
で
し
か

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
国
の
調
査
で
は
、
入
所
を

待
つ
こ
ど
も
の
約
６
割
が
４
年
生
以
上
で

し
た
。

ま
た
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
、

習
い
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
体
験
な
ど
の

機
会
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年

の
民
間
調
査
で
は
、
年
収
３
０
０
万
円
未

満
の
家
庭
の
こ
ど
も
の
約
３
割
が
、
１
年

間
、
学
校
外
の
体
験
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

【
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
、
挑
戦
で
き
る

環
境
を
】

Ａ
Ｉ
が
進
化
す
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

友
達
と
遊
び
、
学
び
、
挑
戦
す
る
経
験
が

大
切
で
す
。
「
自
分
に
も
で
き
た
」
と
い

う
喜
び
が
、
次
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
は
、
高
学
年
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
と
、
多
様
な
体
験
の
機

会
を
増
や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

中
司
大
臣
か
ら
は
、
学
校
施
設
の
活
用

や
、
高
学
年
向
け
の
新
た
な
モ
デ
ル
事
業
、

こ
ど
も
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
活
動
へ

の
支
援
を
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

②
地
域
の
産
業
と
仕
事

【
地
元
の
強
み
を
、
働
く
人
の
所
得
向
上

へ
】豊

橋
・
東
三
河
に
は
、
農
業
、
自
動
車

産
業
、
も
の
づ
く
り
な
ど
、
多
く
の
強
み

が
あ
り
ま
す
。

国
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
産
業
を
伸

ば
す
「
地
域
未
来
戦
略
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
治
体
か
ら
は
「
何
を
、

ど
の
よ
う
な
手
順
で
準
備
す
れ
ば
よ
い
の

か
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
声
も
届
い
て

い
ま
す
。

【
計
画
づ
く
り
か
ら
国
が
支
え
る
】

レ
ー
ス
で
も
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
ま
で
の
準
備
が
重
要
で
す
。
私
は
、
自

治
体
が
早
い
段
階
か
ら
相
談
で
き
、
計
画

づ
く
り
か
ら
実
行
ま
で
支
援
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

藤
井
大
臣
か
ら
は
、
国
の
相
談
窓
口
や

担
当
職
員
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
未
来
交
付
金
の
優
先
採
択
な
ど
で
後
押

し
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

既
に
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体

が
、
新
た
な
事
業
に
も
利
用
で
き
る
か
な

ど
、
具
体
的
な
条
件
は
引
き
続
き
確
認
し

て
い
き
ま
す
。
地
元
企
業
の
成
長
を
、
雇

用
や
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

③
医
療
・
介
護
の
安
心

【
現
場
で
感
じ
て
き
た
、
情
報
共
有
の
大

切
さ
】

私
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
・
介
護
の
現
場

に
携
わ
る
中
で
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護

施
設
の
間
で
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
病
院
か
ら
退
院
し
て
自
宅
で

介
護
を
受
け
る
と
き
。
必
要
な
情
報
が
円

滑
に
引
き
継
が
れ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
も
ご

家
族
も
、
よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
医
療
・
介
護
に
携
わ

る
人
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
大
切
な
個
人
情
報
と
診
療
を
守
る
】

一
方
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
診
療

が
止
ま
っ
た
り
、
患
者
さ
ん
の
情
報
が
漏

れ
た
り
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

私
は
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
防
災
」
と
訴
え
、
小
規
模

な
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
も
含
め
た
安

全
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

古
川
大
臣
か
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
安

全
性
を
確
認
す
る
仕
組
み
や
、
外
部
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続
部
分
の
対
策
を
強
化

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
政
策
へ
】

こ
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
こ
と
。
地
域
に

働
く
場
所
を
つ
く
る
こ
と
。
必
要
な
医
療

や
介
護
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
毎
日
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
大
切
な
課
題
で
す
。

国
の
制
度
が
現
場
で
本
当
に
役
立
つ
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
声
を
届
け
、

具
体
的
な
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

衆
議
院
議
員

子
育
て
と
仕
事
を
支
え
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

11月6日、衆議院の特別委
員会で質問。これまで豊
橋・東三河で伺ってきた現
場の声をもとに、国に具体
的な支援を求め質問しまし
た。中司大臣、藤井大臣、
古川大臣から答弁。これか
らも現場主義を大切に、皆
様の声を届けてまいります。

第70回ええじゃないか豊橋ま
つり。今年も本当に多くの皆
さんが参加し、街中が笑顔と
熱気に包まれました。圧巻は
市民総踊り。数えきれないほ
どの踊り手が一斉に舞う光景
は、まさに豊橋の底力。世代
も立場も超えて、一つの輪に
なって踊る姿に、お祭りが人
と地域を結ぶ力になることを
実感します。来年も皆さんと
一緒に踊りたいと思います。

豊橋刑務所主催の矯正展に多
くの皆さんが来場。全国から
の刑務作業製品の展示・販売
を通じて、受刑者の社会復帰
と再犯防止の取り組みを進め
ています。施設の現状と課題
を聞かせていただきならが、
私も使っているブルース
ティック（洗剤）を購入しま
した。

特別委員会にて質問に立つ！

各校区の生涯学習センターま
つりへ。芸術の秋らしく、作
品展示や芸能発表など、日頃
の活動の成果に感心しきり。
定年退職後に始められたお話
を伺うと何歳になっても挑戦
することの大切さを教えてい
ただきました。世代を超えた
繋がりがお祭りの醍醐味です。
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